




要約:未熟児や病的新生児も、その後の発達を考えた場合、保育環境としては家庭が好ま

しい。しかし早期退院をはかるには、在宅ケア支援システムが必要となる。この在宅ケア

支援システムづくりの基礎資料となる在宅ケアの実態を調査し保健指導における社会的ニ

ーズを明らかにした。


